
移
転
か
ら
10
年
を
迎
え
た
市
民
病
院

平
成
10
年
12
月
、
若
宮
町
か
ら
高
隆
寺
町
に
移
転
し
て

ち
ょ
う
ど
10
年
が
経
過
し
た
市
民
病
院
。

こ
の
10
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間
で
、
医
療
を
取
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巻
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勢
は
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す
。
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や
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不
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、
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や
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、

緊
急
患
者
の
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な
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、

健
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や
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守
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全
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の
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療
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こ
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で
、

あ
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て
は
な
ら
な
い
事
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が
起
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い
ま
す
。

し
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し
、
こ
う
し
た
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崩
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が
、

岡
崎
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に
起
こ
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な
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と
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保
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は
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り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
利
用
の
仕
方
が
、
市
民
病
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の
存
続

そ
の
も
の
を
危
う
く
す
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場
合
も
あ
る
の
で
す
。

地
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の
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療
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
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こ
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は
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。
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。
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、
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知
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。
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市
民
病
院
全
体
で
は
医
師
が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
消
化
器
科
と
耳
鼻
科
で
は

医
師
が
足
り
ず
、
昨
年
２
月
か
ら
外
来
診

療
を
制
限
す
る
事
態
が
す
で
に
起
き
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
ス

タ
ッ
フ
が
整
い
、
診
療
制
限
を
解
除
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
む
な
く
診
療
制
限
す
る
背
景
に
は
、

地
域
の
拠
点
と
な
る
中
核
病
院
で
の
慢
性

的
な
医
師
不
足
と
勤
務
医
師
の
厳
し
い
労

働
環
境
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
不
足
す
れ

ば
、
勤
務
医
師
へ
の
負
担
は
増
し
、
開
業

　

医
師
・
看
護
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
岡
崎
市
民

病
院
の
医
師
・
看
護
師
は
、
こ
の
10
年
間
、
数
値
の
上

で
は
順
調
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
（
図
１
）。
医
療
職
の

総
数
も
、
５
７
０
人
か
ら
７
１
９
人
と
２
割
以
上
増
え

て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
年
々
高
度
化
す
る
医
療
技
術
、
多
様
化
す

る
病
気
、
専
門
化
す
る
医
療
内
容
に
素
早
く
対
応
す
る

に
は
、
現
在
の
医
療
体
制
で
は
決
し
て
十
分
と
は
言
い

切
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医

師
数
を
み
る
と
、
全
国
や
愛
知
県
の
デ
ー
タ
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
る
の
で
す
（
図
２
）。

　

そ
れ
で
も
、
医
療
の
過
疎
化
や
空
洞
化
が
危
ぶ
ま
れ

る
地
域
で
は
、
真
っ
先
に
医
師
や
看
護
師
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
岡
崎
市
の
場
合
、
最
悪
の
事

態
は
な
ん
と
か
回
避
で
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

に
よ
る
離
職
者
が
増
え
る
な
ど
、
中
核
病

院
の
勤
務
医
師
不
足
に
さ
ら
に
拍
車
が
か

か
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

　

反
対
に
、
労
働
環
境
が
良
く
な
れ
ば
、

勤
務
医
師
や
看
護
師
の
定
着
率
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
、
安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
と
い
う
好
循
環
を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
核
病
院

で
は
、
勝
ち
組
と
負
け
組
の
明
暗
が
は
っ

き
り
分
か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
が
あ

る
の
で
す
。

　

医
療
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
指
標
の
一
つ

に
、
患
者
数
対
看
護
師
数
の
比
率
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
市
民
病
院
は
10
対
１
を
何

と
か
維
持
し
て
い
る
状
況
で
、
目
指
す
７

対
１
の
体
制
に
は
60
人
も
足
り
ま
せ
ん
。

　

ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
し
て
、
７
対
１
の
手

厚
い
看
護
を
目
指
す
病
院
も
現
実
に
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
病
院
の
場
合
、

６
５
０
床
の
ベ
ッ
ド
は
ほ
ぼ
満
床
状
態
が

続
い
て
い
る
な
か
で
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
せ

ば
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

苦
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
７
対

１
に
な
れ
ば
看
護
師
も
集
ま
っ
て
き
ま
す

か
ら
、
何
と
か
そ
の
状
態
を
目
指
し
、
今

後
も
医
師
・
看
護
師
の
定
数
確
保
を
、
病

院
の
最
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

消
化
器
科
と
耳
鼻
科
の
受
診

制
限
を
よ
う
や
く
解
除

医
師
・
看
護
師
を

確
保
す
る
た
め
に

市民病院の現状

※1　定数…目指すレベルの診療内容に対して必要な人数を各病院が定めたもの

※
1

平成18年

131.3

206.3
180.7

平成16年

136.9

201.0
174.9

（人）

岡
崎
市

愛
知
県

全　

国

岡
崎
市

愛
知
県

全　

国

【図２】人口10万人当たりの医師数

平成20年

119 489

平成5年

75 319

平成10年

88 406

平成15年

100 433

（人）
【図１】市民病院の医師と看護職員の推移
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市
民
病
院
全
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は
医
師
が
増
加
し
て
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器
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で
は
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２
月
か
ら
外
来
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迷
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。
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れ
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と
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。
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の
指
標
の
一
つ

に
、
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数
の
比
率
が
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り

ま
す
。
現
在
の
市
民
病
院
は
10
対
１
を
何

と
か
維
持
し
て
い
る
状
況
で
、
目
指
す
７

対
１
の
体
制
に
は
60
人
も
足
り
ま
せ
ん
。

　

ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
し
て
、
７
対
１
の
手

厚
い
看
護
を
目
指
す
病
院
も
現
実
に
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
病
院
の
場
合
、

６
５
０
床
の
ベ
ッ
ド
は
ほ
ぼ
満
床
状
態
が

続
い
て
い
る
な
か
で
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
せ

ば
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

苦
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
７
対

１
に
な
れ
ば
看
護
師
も
集
ま
っ
て
き
ま
す

か
ら
、
何
と
か
そ
の
状
態
を
目
指
し
、
今

後
も
医
師
・
看
護
師
の
定
数
確
保
を
、
病

院
の
最
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

急
病
や
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
適
切
な

医
療
が
よ
り
早
く
受
け
ら
れ
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。
市
内
に
は
多
く
の
医
療

機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
ケ
ガ
や
病
気
の
程

度
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
す

る
第
１
次
か
ら
３
次
ま
で
の
救
急
医
療
連

携
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
（
上
図
）。

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
市
民
病

院
は
、
専
門
的
か
つ
高
度
な
治
療
を
必
要

と
す
る
重
症
救
急
患
者
さ
ん
の
た
め
の
第

３
次
救
急
医
療
機
関
で
、
市
内
に
は
一
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院
や
緊
急
手
術
が

可
能
な
第
２
次
救
急
医
療
機
関
は
市
内
に

四
つ
。
そ
の
他
は
す
べ
て
、外
来
の
処
置
・

投
薬
に
よ
る
比
較
的
軽
症
な
患
者
さ
ん
を

対
象
と
し
た
第
１
次
救
急
医
療
機
関
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
、
こ
う
し
た
医
療
機
関
同

士
の
連
携
と
役
割
分
担
で
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
す
。

救急医療機関は、急なケガや病気に対応するところです。
救急以外は、診療時間内に身近な「かかりつけ医」で受診しましょう。

判断がつかない
場合は…

比較的軽症で、外来の処置・投薬で
治療できる場合

第１次救急医療機関 第２次救急医療機関 第３次救急医療機関

重症で、専門的・高度な
治療が必要な場合

入院・緊急手術が
必要な場合

かかりつけ医と連絡がとれない場合

休日・夜間に急なケガや病気に
なったらまずはかかりつけ医へ

●市民病院
　で21ひ8111

県救急医療
情報センター
で21ひ1133で
救急医療機関
を問い合わせ
（24時間・
　　毎日受付）

●県がんセンター
　愛知病院（欠町）
　で21ひ6251

●休日緊急当直医療機関

※当直医療機関は、市政だよりで
　確認。または、電話・FAXサー
　ビスで22ひ7777へダイヤルし、
　メニュー番号100を指定

午前９時～正午、午後２時～６時

●医師会公衆衛生センター
　夜間急病診療所（竜美西1丁目）
で52ひ1906
午後7時30分～10時30分

日
曜
・
祝
日
、年
末
年
始

夜　
　
　
　
　

間

●宇野病院
　（中岡崎町）
　で24ひ2211

●岡崎三田病院
　（欠町）
　で22ひ7501

●岡崎南病院
　（羽根東町）
　で51ひ5434

〈救命救急センター〉

症状により、紹介・搬送

※普段の状況を知るかかりつけ医が症状によって適切な判断をしてくれます。

救急車要請

つながらないときは
で052ひ263ひ9909

看護師または小児科
医につながり、症状
に応じた適切な医療
相談が受けられます。

土・日曜日、祝日、年末年始
午後７時～11時

（短縮電話番号）
♯8000

小児救急電話相談

警察署

東岡崎駅

岡崎南線バスのりば

岡高

夜間急病診療所夜間急病診療所
（公衆衛生センター内）（公衆衛生センター内）信用金庫

警察署

岡崎南線バスのりば

国道２４８号

名鉄バス
「公衆衛生センター」
名鉄バス

「公衆衛生センター」

N

●

●

●

●

商工会議所商工会議所

救
急
医
療
の
最
後
の
砦

※
1

と
り
で

地域の医療を守るために
私たちができること
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コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
は
、
軽
症
で
緊
急
性

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夜
間
や
休
日

に
市
民
病
院
の
救
急
外
来
を
、
ま
る
で
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
行
く
感
覚
で
気

軽
に
利
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
救
急

車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
の
と

同
じ
く
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
病
院
の
救
急
外
来
の
内
訳
を
み
る

と
、
８
割
以
上
が
処
置
後
に
帰
宅
で
き
る

程
度
の
症
状
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
（
図
３
）。
救
急
外
来
は
本
来
、

救
急
車
で
運
ば
れ
る
よ
う
な
重
症
患
者
さ

ん
の
た
め
に
あ
る
べ
き
な
の
に
、
現
実
は

８
〜
９
割
が
自
分
で
歩
い
て
来
て
い
る
の

で
す
。
も
し
軽
症
患
者
を
診
察
し
て
い
る

間
に
、
一
分
一
秒
を
争
う
重
症
患
者
が
運

ば
れ
て
き
た
と
し
た
ら
…
。
多
く
の
軽
症

患
者
の
中
に
、
重
症
患
者
が
埋

も
れ
て
い
る
と
し
た
ら
…
。「
市

民
病
院
な
ら
時
間
外
で
も
診
て

も
ら
え
る
か
ら
」
と
い
う
安
易

な
意
識
が
、
他
人
の
大
切
な
命

を
奪
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
重
症
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
市
民
病
院
は
最
後

の
砦
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
受
診
が

横
行
す
れ
ば
、
確
実
に
医
師
・

看
護
師
の
負
担
は
増
し
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
過
酷
な
勤

務
に
耐
え
か
ね
て
医
療
現
場
を

去
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち

の
安
全
は
果
た
し
て
守
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
も
た
ら
す
悲
劇

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
も
た
ら
す
悲
劇

　高度医療に対応するため、市民病院では計画的に高度医療
機器を購入しており、診断技術や治療レベルは確実に向上し
ています。
　特に、平成17年度に導入した統合情報システムは、電子カル
テを始め、病院内のあらゆる情報を電子的に連携するもので、
患者さんの間違い防止など、医療安全に大きな進歩をもたらし
ました。しかし一方で、すべての診療行為に電子入力と確認操
作が必要なため、診療に時間がかかるようになりました。外来
診療では、一人の診察に必要な時間が倍以上に増えるなど、ど
の診療科でも待ち時間・診療時間が長くなっているのは事実で

すが、安全性を高めるために必要であることをご理解ください。
　また、平成18年度に購入した64列マルチスライスＣＴスキャン

は、情報技術の進歩に
よって、今までとは比べ
ものにならない速度で
大量の精密な情報が得
られる最新鋭機です。こ
の機器の導入により、患
者さんに負担のかかる
血管撮影をせずに、短時
間で楽に心臓や脳の病
気を診断することがで
きるようになりました。

最新鋭の医療機器を導入

▲６４列マルチスライス
　ＣＴスキャン

◀マルチスライスＣＴで
　記録した心臓の血管

入　院
5,738
（15.1％）

単位：人

死　亡
227（0.6％）

転　送
74（0.2％）

帰　宅
31,956
（84.1％）

【図3】救急外来患者の処置後
（平成19年度）

37,995人

ある救急外来の１日 １日の来院者84人を
医師10人で対応

※医師の労働環境は私たちが思うよりずっと過酷です。少しの仮眠だけで、
　24時間以上働くこともしばしば。32時間勤務も珍しいことではありません。

0：00 自家用車で来院：2人→ 帰宅

自家用車で来院：5人→ 帰宅
・いずれも軽症

・いずれも軽症
1：00

自家用車で来院：6人→ 5人帰宅
・分娩のため1人入院

2：00

・いずれも軽症

・いずれも軽症

3：00

自家用車で来院：2人→ 1人帰宅
・心不全の男性、緊急入院

4：00

自家用車で来院：3人→ 2人帰宅
・2人は切迫流産のため来院
・分娩のため1人入院

5：00

自家用車で来院：1人→ 帰宅6：00
・軽症

自家用車で来院：3人→ 帰宅7：00

・パーキンソン病の女性
救急車で搬送：1人→ 帰宅8：00

・尿路結石の女性
9：00

・胃潰瘍のため緊急入院
自家用車で来院：1人→ 入院10：00

・意識障害の男性、緊急入院
・静脈血栓症の男性、緊急手術後
　入院

自家用車で来院：2人→ 帰宅
救急車で搬送：2人

救急車で搬送：2人→ 帰宅
11：00

12：00 自家用車で来院：2人→ 帰宅

自家用車で来院：4人→ 帰宅

・いずれも軽症

13：00

救急車で搬送：2人
・大動脈破裂の男性、死亡
・心室中隔穿孔の男性、緊急手術
　後入院

14：00

自家用車で来院：5人→ 4人帰宅
・脳出血の男性、緊急手術後入院

・硬膜下血腫の男性、緊急手術後
　入院

15：00

自家用車で来院：4人→ 帰宅16：00

自家用車で来院：5人→ 4人帰宅
・心不全の女性、緊急入院

・肺炎の女児、緊急入院

17：00

自家用車で来院：2人→ 1人帰宅18：00

自家用車で来院：4人→ 3人帰宅19：00

・子宮外妊娠の女性、緊急入院
自家用車で来院：4人→ 3人帰宅20：00

・いずれも軽症

・いずれも軽症

自家用車で来院：6人→ 帰宅21：00

・いずれも軽症
自家用車で来院：5人→ 帰宅22：00

・分娩のため1人入院
自家用車で来院：2人→ 1人帰宅23：00

自家用車で来院：4人→ 帰宅

救急車で搬送：1人→ 帰宅

救急車で搬送：2人→ 帰宅

・いずれも軽症
救急車で搬送：2人→ 帰宅
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　市民病院が「市民の病院」であり続ける
には、良質な医師・看護師・薬剤師を、必
要で十分な数だけ確保し続けなくてはなり
ません。どの部門が不足しても、医療の質
やサービスが低下するだけでなく、最も重
要な医療の安全が損なわれてしまいます。
　私たち病院職員は、地域医療を担う使命
感をこれまで以上に強く持ち、市民病院を
必要とする患者さんにいつでも対応できる

よう準備いたします。　　
　その一方で、市民病院の専門診療や高度
医療機器の利用は、まさにそれを必要とす
る患者さんに提供されることが重要だと考
えています。軽症患者さんにはサービスの
低下になりますが、地域医療を破綻させな
いために、普段からかかりつけ医を持ち、
市民病院へは紹介状を持参して受診してい
ただくようお願いいたします。

市民病院副院長
木村　次郎

地域の医療ニーズに応えるために

　

コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
は
、
軽
症
で
緊
急
性

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夜
間
や
休
日

に
市
民
病
院
の
救
急
外
来
を
、
ま
る
で
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
行
く
感
覚
で
気

軽
に
利
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
救
急

車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
す
る
の
と

同
じ
く
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
民
病
院
の
救
急
外
来
の
内
訳
を
み
る

と
、
８
割
以
上
が
処
置
後
に
帰
宅
で
き
る

程
度
の
症
状
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
（
図
３
）。
救
急
外
来
は
本
来
、

救
急
車
で
運
ば
れ
る
よ
う
な
重
症
患
者
さ

ん
の
た
め
に
あ
る
べ
き
な
の
に
、
現
実
は

８
〜
９
割
が
自
分
で
歩
い
て
来
て
い
る
の

で
す
。
も
し
軽
症
患
者
を
診
察
し
て
い
る

間
に
、
一
分
一
秒
を
争
う
重
症
患
者
が
運

ば
れ
て
き
た
と
し
た
ら
…
。
多
く
の
軽
症

患
者
の
中
に
、
重
症
患
者
が
埋

も
れ
て
い
る
と
し
た
ら
…
。「
市

民
病
院
な
ら
時
間
外
で
も
診
て

も
ら
え
る
か
ら
」
と
い
う
安
易

な
意
識
が
、
他
人
の
大
切
な
命

を
奪
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
重
症
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
市
民
病
院
は
最
後

の
砦
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
受
診
が

横
行
す
れ
ば
、
確
実
に
医
師
・

看
護
師
の
負
担
は
増
し
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
過
酷
な
勤

務
に
耐
え
か
ね
て
医
療
現
場
を

去
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち

の
安
全
は
果
た
し
て
守
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
自
分
の
判
断
で
は

重
症
な
の
か
軽
症
な
の
か
わ
か
ら
ず
、
不

安
で
市
民
病
院
に
駆
け
込
む
か
た
も
い
る

で
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
な
い

た
め
に
、普
段
の
状
態
を
熟
知
し
、

軽
症
か
重
症
か
、
専
門
医
療
の
必

要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
的
確
に

判
断
し
て
く
れ
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
て
ば
、
市
民

病
院
へ
の
受
診
が
必
要
な
ら
ば
す

ぐ
に
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ
る
の

で
、
真
に
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

市
民
病
院
は
近
年
、
高
度
医
療
と

救
急
医
療
以
外
に
、
地
域
医
療
の
中
核

病
院
と
し
て
の
使
命
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

急
激
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
高
齢
化
社
会

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
加
速
度
を
増
す
高
齢
化
。

高
齢
者
が
増
え
れ
ば
病
気
も
増
え
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
特
に
増
え
る
の
は「
が
ん
」

で
す
。
高
齢
者
の
が
ん
治
療
を
中
核
病
院

で
あ
る
市
民
病
院
が
担
わ
な
け
れ
ば
、
地

域
医
療
は
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
５
年
・
10
年
先
を
見
据
え
た
、
よ
り

高
度
な
が
ん
治
療
の
発
展
が
、
今
後
の
市

民
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
が
次
第
に
高
齢
化
し

て
い
く
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
苦
痛
の

少
な
い
検
査
や
治
療
装
置
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
少
な
い
医
療

機
器
を
優
先
的
に
配
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
市
民
病
院
で
受
診
す
る

の
に
紹
介
状
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
後
は
、
か
か

り
つ
け
医
の
紹
介
状
を
お
持
ち
で
な
い
患

者
さ
ん
は
、
市
民
病
院
の
専
門
医
の
診
察

を
原
則
と
し
て
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
た
と
え
過
去
に
通
院
歴
の
あ
る
患
者

さ
ん
で
も
、
今
後
は
、
紹
介
状
が
な
け
れ

ば
専
門
医
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

紹
介
状
が
な
く
て
も
、
総
合
診
療
科
や

救
急
外
来
で
診
察
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る

な
ど
、
紹
介
患
者
さ
ん
に
比
べ
て
不

利
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
ど
お
り
希
望
の
診
療
科
で

診
察
が
受
け
ら
れ
る
の
は
と
て
も
便

利
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
り
、
手
術
な
ど
の
予
定

診
療
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。
一
人
の
医
師
が
限
ら

れ
た
時
間
で
診
察
で
き
る
患
者
数

は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ

以
上
の
か
た
が
受
診
す
れ
ば
、
予

約
患
者
で
さ
え
予
定
時
間
ど
お
り

の
診
察
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
勤
務
医
師
の
負

担
が
増
す
だ
け
で
な
く
、
軽
症

の
患
者
さ
ん
が
殺
到
す
る
と
、

専
門
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者

さ
ん
の
診
察
を
後
回
し
に
し
て

し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
利
用
の
仕
方
で
、
地
域
医
療

が
破
綻
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の

は
、
決
し
て
大
げ
さ
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
機

会
に
市
民
病
院
の
賢
明
な
利
用
の
仕
方
を

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
自
身
の
た
め
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

か
か
り
つ
け
医
を

お
持
ち
く
だ
さ
い

高
齢
化
に
伴
う

新
た
な
使
命

専
門
診
療
に
は

「
紹
介
状
」
が
必
要
で
す

地域の医療を守るために
私たちができること
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